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高浜発電所３号機の定期検査状況について
（B-SG水位異常低警報発信による原子炉自動停止の原因と対策）
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　Ｂ系主給水系統を、主給水流量制御弁から、
主給水バイパス流量制御弁へ自動切替
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弁棒が上下動することにより
主給水バイパス流量制御弁
が開閉する。

②
通常運転中の主給水バイパス
流量制御弁閉止状態において
パイロット弁部に外気を吸入

③
外気とともに吸入した微粒子
（硫酸アンモニウム）が、弁棒
に付着堆積

④
主給水バイパス流量制御弁へ
の自動切替えにともない、パイ
ロット弁の弁棒が上がるとこ
ろ、付着物（硫酸アンモニウ
ム）が弁棒の動きを阻害し、主
給水バイパス流量制御弁が開
かなかった。
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①
ＥＴＡ処理装置より排出された
微粒子（硫酸アンモニウム）が
主給水配管室に流入
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微粒子（硫酸アンモニウム）の流入経路

②パイロット弁からブースタリ
レーへの経路が負圧となり、
微粒子（硫酸アンモニウム）を
含む外気を吸入

外気吸入
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①　空気（弁開度調整信号用）を常時供給
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：通常運転中
（主給水バイパス流量制御弁閉止）

：プラント起動・停止時
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